
＜記入例＞ 

（別紙概要） 
 
１ 施設名 
   ○○病院 
 
２ 施設の所在地 
  和歌山市小松原通１－１ 
 
３ 補助事業名 
    医療機関・薬局等における感染拡大防止等支援事業 
     
４ 補助金確定額（事業実績報告額） 
    １７,０００,０００円 
 
５ 概要 
 （１）課税売上割合 
  108,853,289,302／（108,853,289,302＋1,000,666,525,304） 
   ＝0.0981084680679225…  
 （２）仕入控除税額 
    17,000,000×10／110×0.0981084680679225…＝151,622.177923153… 
                                          ≒151,622（円未満切り捨て） 
 
 



＜記入方法＞返納がない場合 

 
（別紙概要）   
 
１ 施設名 
    ○○病院 
   
２ 施設の所在地 
    和歌山市○○○１丁目１ 
 
３ 補助事業名 
    医療機関・薬局等における感染拡大防止等支援事業 
     
４ 補助金確定額（事業実績報告額） 
           円 
 
５ 概要 
 （１）課税売上割合 
 
 （２）仕入控除税額 
 
 
（返納がない理由等を記入してください。） 

 ・簡易課税方式により申告したため、補助金に係る消費税及び地方消費税の仕入控除税

額がない。 
 ・補助対象経費に係る消費税を、個別対応方式において、「非課税売上のみに要するもの」

として申告している。等 



＜記入方法＞返納がある場合 

 
（別紙概要）   
 
１ 施設名 
    ○○病院 
 
２ 施設の所在地 
    和歌山市○○○１丁目１ 
 
３ 補助事業名 
    医療機関・薬局等における感染拡大防止等支援事業 
     
４ 補助金確定額（事業実績報告額） 
           円 
 
５ 概要 
 （１）課税売上割合 
        課税売上/（課税売上＋非課税売上）＝０．□□□… 
 
 （２）仕入控除税額 
        以下により算出 

①課税売上割合が９５％以上の場合 
         補助金額×１０／１１０＝返納額（円未満切り捨て） 
        ②個別対応方式の場合 
         ＡとＢの合計額 
         Ａ 課税売上のみに要する補助対象経費に使用された補助金 
           補助金額×１０／１１０＝返納額（円未満切り捨て） 
         Ｂ 課税売上と非課税売上に共通して要する補助対象経費に使用された補助金 
           補助金額×１０／１１０×課税売上割合＝返納額（円未満切り捨て） 

③一括比例配分方式の場合 
         補助金額×１０／１１０×課税売上割合＝返納額（円未満切り捨て） 

課税売上割合 
端数処理しない数を使用してください。 


